



















 前 3000 年ころ、中央アンデス地域における最初の公共祭祀建造物の出現とともに、ア





容などに見られるような宗教実践の変化（e.g. Burger 1992; 井口 2017; 加藤・井口 1998; 
関 1998; Shibata 2014）、周辺環境の利用の変化や中・遠距離地域との交易関係の再編な
どの経済システムの変化（e.g. 加藤・井口 1998; 関 2006; Ikehara 2015）、組織的戦闘
の痕跡の出現などにみられる軍事的側面における変化（e.g. Brown Vega 2009; Ghezzi 
2006, 2016）、近接河谷間での人口移動や都市的な居住形態の発達などの社会組織の変化








                                                   
1 形成期の開始を土器の出現に先立つ前 3000 年ころとする編年は、主に日本人研究者に
より用いられており、本稿ではこの見方に倣う。この編年では、形成期は早期（前 3000~
前 1800 年）・前期（前 1800～前 1200 年）・中期（前 1200～前 800 年）・後期（前 800～
前 250 年）・末期（前 250 年～後 1 年）の時期に細分される。形成期研究では他に、形成
期の開始を土器が出現する前 1700 年ころとする編年（Kaulicke 2010）や、考古学的文化
の短期間の広がりを表すホライズン概念を用いた編年（Rowe 1960）が使用されている（関
2010: 12-16）。 
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とその背景となる社会様態に関する一連の議論（e.g. Burger 1992; Burger and Matos 
2002; Burger and Salazar 2008; 井口 1996; Inokuchi 1998; Matos 1972; Matsumoto 
2009, 2010; Pozorski and Pozorski 1987; 芝田 2011; Tello 1960）の中で、物質文化に一
見した共通性が見られる一方で、看過できない地域的差異が存在することが次第に明らか




（e.g. 井口 1996; Inokuchi 1998）。むしろ、このような広範な土器の類似や各地での長距
離交易品の出土などといった「チャビン現象」の様相は、地域間の活発な相互交流の結果

















リカのセイバル遺跡の事例（Inomata et al. 2017）やユーラシアにおける旧石器時代研究
などにおいてその有用性が示されている（e.g. Higham et al. 2014 佐野・大森 2015）。ま
た中央アンデス地域の事例では、モチェ研究において、ベイズ推定を用いた遺跡ごとの土
器様式の存続年代の比較検討が行われ、当時の社会動態についてより詳細な議論が展開さ









































Izumi and Terada 1972）。土器導入以降の公共建造物の編年では、多くの場合、この建築
フェーズを基本として、特に大規模な改変に土器様式の顕著な変化が伴うとき、これが遺
跡の 1 つの「時期」としてとらえられる 4。また、各建築フェーズから得られた放射性炭
                                                   
3 本稿で扱う遺跡における「黒色磨研土器群」に相当する土器タイプ名は以下の通りであ
る。クントゥル・ワシ遺跡 KW-Negro Fino（Onuki ed.1995）、セロ・ブランコ遺跡およ
びワカ・パルティーダ遺跡 Negro Fino（芝田 2011）、コトシュ遺跡 Paucarbamba Brilliant 
Plain/Decorated（Izumi and Terada 1972）。また、同様のタイプ分類名は設定されてい
ないが、本稿で扱うチャビン・デ・ワンタル遺跡（e.g. Burger 1984: 385, fig.335-341）、
サハラパタク遺跡（e.g. Matsumoto and Tsurumi 2011: 89, fig.38）、カンパナユック・ル




われた（Kembel 2001, 2008; Rick et al. 2009）。この建築による編年は、同大調査プロジ
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SHCal13（Hogg et al. 2013）を用い、年代解析ソフトウェア OxCal 4.3 （Bronk Ramsey 
2009a）により行った。OxCal における年代解析では、相対的な新旧関係による制約条件
を定義する Sequence コマンドと、データセット中の異常値を判別する Outlier model コ
マンドを用い、移行期推定は Boundary コマンドを利用した（OxCal 内部コマンド CQL2
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年代は、いずれも前 620 年から前 360 年の範囲に収まり、大きなまとまりを成している。
この中で、クントゥル・ワシ遺跡は前 590 年から前 480 年とより早い年代を示している。
一方チャビン・デ・ワンタル遺跡、ワンバッチョ遺跡、カイラン遺跡は、それぞれ前 490












ープ III と表現している（Pozorski 1976:114）。 
9 Agreement Index とは、モデル年代と解析に用いられる年代の期待値の比から算出され
る指数である。ベイズ推定に用いる解析条件と実際のデータに齟齬がある場合、
Agreement Index は小さくなる。本稿では，比較する年代データに対し、双方が同時期イ
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信頼区間で前 750 年から前 40 年）と算出された。解析②では、クントゥル・ワシ遺跡が
前 600 年から前 480 年と最も早い年代値を示し、ワカロマ遺跡を含むカハマルカ盆地はそ
れよりやや遅い年代の前 590 年から前 400 年となっている。チャビン・デ・ワンタル遺跡
とネペーニャ谷は、それぞれ前 490 年から前 400 年、前 460 年から前 410 年と類似した
年代を示している。北部海岸（図３では便宜的に Salinar と表記）は前 480 年から前 250
年とやや遅く、ワヌコ盆地は前 370 年から前 140 年と、北部海岸以外の地域と 68.2%信頼











前 230 年）の年代とは 100～200 年程度のズレが見られ、Agreement Index からも同時期
ではないことが支持された。すなわち、サマンコ遺跡の境界年代がネペーニャ谷全体での
境界年代よりも遅い年代であることがこの結果から示されている。 






前 810 年から前 740 年、前 620 年から前 360 年、前 410 年から前 130 年である。 
②地域ごとの境界年代は、より早い地域とより遅い地域に大別される。カハマルカ盆地、
ネペーニャ谷、およびクントゥル・ワシ遺跡、チャビン・デ・ワンタル遺跡は、68.2%信
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12 クントゥル・ワシ遺跡はこれまで、潜水に伴う外耳道骨腫の見られる人骨の出土、墓の
副葬品、海生貝の製品の存在などから、北部海岸との関係が特に注目されてきた（e.g. 加













は、まずバーガーにより前 200 年という年代が示され（Burger 1992）、その後リック、ケ
ンベルらにより前 500 年という年代が提示された（Kembel 2001, 2008; Rick et al. 2009）。
前者については、ハナバリウ期自体の年代（前 400 年から前 200 年）と、物質文化の関係
から近い年代が想定される他遺跡の年代との乖離が大きいことなどから批判がなされ（e.g. 
芝田 2011）、近年バーガー自身がハナバリウ期の年代を前 700-400 に修正している
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表３ 解析②より算出された各地域の境界 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 解析②より得られた各地域の境界年代 
